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⽯狩市⽴厚⽥学園の紹介

⽯狩市⽴厚⽥学園

１ これまでの歩み

（１）本校の概要

石狩管内初の義務教育学校として令和2年 4月に開校し、3年⽬を迎えました。児童生徒

は 40名。コンパクトであることを「強み」として学校経営を進めています。

本校は、区内閉校した厚田小学校と厚田中学校、聚富小中学校、望来小学校のよき伝統を

引き継ぎつつも、未来志向の新たな学校として生まれ変わるという決意のもと、学校づくり

が為されてきました。それは単に校名、校種、建物が変わっただけに留まりません。教育活

動全般を通したスクラップ＆ビルドによる新たな教育課程の編成により、令和4年度を迎え

た今、様々な教育活動が軌道に乗ってきています。厚田学

園がハブとなりながら地域との連携、幼保、高、大との連

携、他校との連携等を、ダイナミックに進めています。

なお、厚田保育園、あいかぜとしょかんとの複合施設と

いうだけではなく、海抜 20ｍ以上の⾼台という⽴地であ

り、地域の防災施設（写真右）の機能も有しています。
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２ 厚田学園の特色ある教育活動

（１）ダイナミックな教育課程の編成（4-3-2 ブロック制・小中一貫教育の展開）

①学年ブロック制による教育活動

前期課程と後期課程の枠組みは維持

しつつも、⽇常的な教育活動は、１年⽣

から４年⽣までをベーシックステージ、

５年⽣から７年⽣までをチームステー

ジ、８，９年⽣をビジョンステージと位

置づける 4-3-2 ブロック制をベースに

展開しています。職員室の机配置もブロ

ックごととし、教職員の打合せも通常は

ブロックで⾏っています。このことによ

り、⼩学校から中学校への移⾏に伴う様々な障壁の軽減が実現しました。

なお、卒業証書は９年間の課程修了時に授与し、前期課程修了時には「前期課程修了証書」

を授与しています。修学旅⾏についても９年次にのみ実施しています。

②前後期相互乗り入れ授業の展開

一部の教科において前期課程の教員が後期課程の生徒を教え、後期課程の教員が前期課程

の児童を教えるという、相互乗り⼊れ授業を通年で実施しています。教員の専⾨性が発揮で

き、質の高い授業を提供できます。文化部（器楽演奏が主な活動）の指導を前期課程の教員

が⾏う取組も⾏っています。

③6 年⽣教科担任制

６年⽣の５教科はすべて後期課

程の教員が⾏う教科担任制を導⼊

しています。児童生徒一人一人に寄

り添った教科指導、個別最適な学び

を実現すべく、教科系統表をもとに

した個人ファイルの導入を検討中

です。

④ブロック制を活かした児生会活動

縦割り活動

４年⽣、７年⽣、９年⽣がそれぞ

れのブロックのリーダーとなり下

級生を牽引する仕組みを元に、児童

生徒会活動を展開しています。ま

た、縦割り清掃など、少人数のデメ
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リットをメリットに替え、リーダーを育成することを目指しています。ピア･サポートの観

点からも有効な⼿⽴てとして捉えています。

⑤そのほかにも

・前期課程児童対象（3年⽣〜6年⽣）とした部活動体験を実施しています。

・１コマの授業は前期課程も後期課程同様で 50 分としています。前期課程の中休みは設定

していません。

（２）厚田学（生活科・総合的な学習の時間）

ふるさと厚⽥への深い理解と厚⽥愛の醸成を通して、ふるさとや⾃分⾃⾝の将来を展望す

る態度を養い、地域や社会へ貢献できる⼈を育むことを⽬的に、「厚⽥学」を中⼼としたふる

さと教育を推進しています。９年間の学びの系統性を重視しながら、地域資源や⼈材の活⽤、

異学年交流等を通して厚⽥愛を育むだけでなく、多様な⼈との関わりによる多様な価値観の

享受、表現⼒･コミュニケーション⼒の育成を⽬指しています。

（３）厚田コミュニティ・スクール

①厚田 CＳについて

令和元年度の CＳ準備委員会を経て令和２年度に正式発⾜し、今年度で３年⽬となります。

３つの部会で構成されており、活動内容の検証と改善を繰り返しながら、充実した取組へと進

化しています。めざす子ども像と活動スローガンを以下のように掲げています。

【めざす子ども像】

・ふるさと厚⽥に誇りを持ち、夢や希望の実現に向けて努⼒する⼦

・互いに認め合い、助け合いながら自らを高め、個性を伸ばす子

・より⾼い⽬標を設定して、⾼い意思を持ち、努⼒する⼦

・自ら課題を持ち、進んで課題解決に取り組む子

【活動スローガン】

『子どもの夢を地域みんなで支えよう』

〜厚⽥に誇りを持ち「チャレンジする⼼」を育む〜

②厚田ＣＳの取組

○地域コーディネート部

・ＣＳあいさつ運動 … 年６回第３⽉曜⽇に実施

・ＣＳ防災訓練 … 地域と学校連携による津波想定の防災訓練

・愛着心、郷土愛の醸成

… 令和 3、4 年度は道の駅「Home」との共同開発ピザの販売を

実施。今後、他の店舗とのコラボも検討していきます。また、

令和4年度は厚⽥キャンプ場とのコラボも計画中です。

○学校支援部会

・厚学サポート隊の募集…学習支援員の発掘 ・８年⽣職業体験学習の事業所仲介
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・厚田文化祭の取組支援 ・ソクラテスミーティング（キャリア学習講話等）の企画

・スキー練習場の整備

○広報部会

・広報誌の発⾏ ・ソーシャルメディアガイドラインの確認

・SNSを活用した情報発信

（４）幼保・小中・高・大連携

併設されている厚田保育園、聚富保育園、くるみ保育園（認定こども園）の職員と定期的

に交流を⾏っています。保育⼠の⽅に前期課程の学習の様⼦を⾒てもらい、担任等と児童に

ついて交流する機会も設けています。この取組により、スタート・カリキュラムが円滑に実

施できています。また、⾼校の教員による出前授業、藤⼥⼦⼤学学⽣による SATの受け入れ

や研究協⼒等を⾏っています。

ＣＳあいさつ運動 ＣＳ防災訓練 ソクラテスミーティング

３ その他

（１）⾏事

①陸上記録会と学習発表会

コロナ禍前は学校の運動会と地域の運動会を合同で⾏っていました。開校以来、新型コロ

ナ感染拡大防止のため、様々な制限の中で陸上記録会を実施しています。地域の運動会につ

いては中止が続いています。学習発表会については、児童生徒の発表に加え、地域の方々の

作品を展示する取組をしています。

②旅⾏的⾏事

９年⽣…修学旅⾏（関東⽅⾯、横浜にて厚⽥ PR と商品販売会を実施）

８年⽣…宿泊研修（札幌市、⼤通公園にてマスクとコラボピザ販売会案内の配布）

５〜７年⽣…宿泊研修（千歳方面、新千歳空港・JAL⾒学・北⻩⾦⾙塚⾒学）

（２）地域貢献の取組

①厚田朝市の看板作成と設置

②道の駅とのコラボ（ピザ販売、英語作品展示、商品販売会）
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③地域⾏事への協⼒、参画（⽵灯籠づくりと設置、厚⽥あきあじまつりの⽣徒会企画）

④地域振興企画（あつたび、北⽯狩地域観光まちづくり協議会からの⽀援）

厚田 PRと販売会

（９年⽣・横浜）

マスク配布

（８年⽣・⼤通公園）

道の駅とのコラボ

（６年⽣・英語の授業）

４ これからの厚田学園

（１）石狩管内初の義務教育学校として

本校の最大の強みは義務教育学校だと言うことです。教育課程をダイナミックに編成し、

実施してきました。また、地域にとっては唯一の学校として、厚田ならではの教育を展開し

てきました。道内では義務教育学校への移⾏を検討している⾃治体が多いと聞いています。

視察団を積極的に受け入れ、本校の取組を可能な限りお伝えしていきます。

（２）求められる資質・能⼒と地域貢献の態度をバランスよく育む

学校の本分は「これからの社会に求められる資質･能⼒の育成」にあります。教科指導に⼒

を⼊れ、不断の授業改善に取組み続けることが第一義です。道徳教育やふるさと教育とのバ

ランスをとるとともに、教科等横断的な視点も持ちながら、教育課程を整理しブラッシュア

ップしていきたいと考えています。

パートナースクールとの交流

（５．６年年⽣）

宿泊学習

（５〜７年⽣・新千歳空港）

陸上記録会

（１年⽣・がんばりのことば）


